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The Taoism Thinking of The Murasakisikibu 
～A  Study of The Character of Utusemi～ 
 
文学研究科人文学専攻博士後期課程在学 

























































開皇二十年倭王姓阿毎 字多利思北孤 号阿輩雞弥 遣使詣闕 上令所司訪其風俗 使者言倭王以天
為兄 以日為弟 天未明時出聽政 跏趺坐 日出便停理務 云委我弟 高祖曰 此太無義理 於是訓令改
之２ 












































































































































































































－ 423 － 

































－ 424 － 
人がらのたをやぎたるに、強き心をしひて加へたれば、なよ竹の心地して、さすがに折るべくも












































































   二、蝉は地上のものは何も食はず、ただ露だけを吸ふ。これはその清潔、純粋、礼節を証明し
て居る。 
三、蝉は常に一定の時期に出現する。これはその誠忠、摯実、正直を証明して居る。 
   四、蝉は麦や米は受けない。これはその廉直、方正、真実を証明して居る。 
   五、蝉は己が棲む巣を造らぬ。これはその質素、倹約、経済を証明して居る２０。」 































































































－ 429 － 
による。 
１７、山本健吉編、『大歳時記』第一巻「句歌春夏」、集英社、昭和五十年出版、五三一ページ。 
１８、『古今和歌集』、角川学芸、二○○七年四月出版、一三四ページ。 
１９、日本の蝉の一種がその頭の上にあって居る妙な模様は、魂の名を示す文字であると信ぜられている。 
２０、『小泉八雲全集』第六巻、第一書房、昭和六年五月出版、一二一ページ。 
２１、晋·陸雲『陆清河集』、上海古籍出版社、二○○○年出版、六十八ページ。 
２２、王先谦編、沈啸寰訳、『新编诸子集成・莊子集解/莊子集解内篇补正』、中華書局、二○○六年一月出版。
一四一ページ。 
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